
第 197 回つくば科学・技術産業イニシアティブ（Tsukuba Science and Technology 

               Industry Initiative：TSTI）講演・意見交換会 

 

 

     主催：つくば科学・技術産業イニシアティブ 

     共催：つくばサイエンス・アカデミー 

     共催：（一社）つくばグローバルイノベーション推進機構（TGI） 

     共催：つくばデジタルバイオ国際拠点 

            共催：研究・イノベーション学会プロデュース研究分科会 

                     

 

開催日時： 令和 8 年 9 月 11 日（金）18:00 ～ 20:00 

開催形態： オンライン開催 

 

テーマ：「つくばのイノベーションエコシステムの取組み・到達点と今後の展望 

    ～プロデューサーの役割～」 

 

I. 概要 

 

 講演１   18:05～18:55 

 テーマ：「イノベーション創出に寄与するスタートアップ（ベンチャー）支援と 

      そのプラットフォーム（エコシステム）構築・運営」 

   講 師：つくば市スタートアップ推進室長   屋代 知行様 

 

 講演２   18:55～19:25 

 テーマ：「Open Innovation for Breakthroughs 

   ～ものづくりパートナーとして、共に社会課題に挑む～」 

     講 師：三和ニードル・ベアリング株式会社 上席執行役員 

       企画管理本部長 兼 営業本部長 島田  淳様 

 

 クロストーク 19:25～20:00 

  屋代様 ・ 島田様 ・ コメンテーター：小杉様 

 

 

☆申込み方法：下記 URL から氏名、所属組織、役職・ご専門など、連絡先（e-mail・電話）

を入力し、 9 月 6 日（日）までにお申し込みください。 

  後日、参加するために必要な URL 情報等のメールをお送りします。 

 

 

  （参加申込） 

     URL： https://forms.gle/sHswAW6cpshY9oe77 

 

 

 

               協力：卓越大学院プログラム・筑波大学 柳沢先生 

https://forms.gle/sHswAW6cpshY9oe77


II. プログラム詳細 

                モデレータ：TSTI 副会長 久野 美和子 

 

(１) あいさつ 18:00～18:05  TSTI 会長 小玉 喜三郎 

(２) 講演と意見交換   

  講演１．  18:05～18:55 

 テ ー マ：「イノベーション創出に寄与するスタートアップ（ベンチャー）支援と 

そのプラットフォーム（エコシステム）構築・運営」 

    講 師：つくば市スタートアップ推進室長（プロデューサー） 屋代 知行様 

 講演概要： 

  2022年11月に日本政府がスタートアップ５か年計画を策定して以降、「スタートアップ支援」

を施策として掲げる地方自治体は全国的に増えてきている印象を持っている。そのような中で、

茨城県つくば市は2018年からスタートアップ支援をしている中で、2025年に大きな転換をした。

それは、「雇用創出や地域経済の向上に寄与するスタートアップの創出や支援」が目的であった

が、「まちづくりに必要なイノベーション創出に対してスタートアップ支援がどのように貢献できるか」

というように転換した。現在、つくば市はイノベーション（新結合）創出に寄与するスタートアップ

支援を進めているが、そのこれまでの動きや今後の展望についてお話しする。 

 

  講演２． 18:55～19:25 

  テ ー マ：「Open Innovation for Breakthroughs  

  ～ものづくりパートナーとして、共に社会課題に挑む～」 

    講 師：三和ニードル・ベアリング株式会社 上席執行役員  

企画管理本部長 兼 営業本部長  島田 淳様   

 講演概要： 

  100 年に 1 度と言われる自動車産業の大変革期を乗り越えるべく、弊社ではオープンイノベ

ーションによる新事業創出を推進することで、中長期での安定した経営基盤の構築を目指して

いる。そのような中、メルフロンティア社との資本提携を実例に、オープンイノベーションに舵を切っ

たキッカケ、マッチングから資本提携に至った経緯、双方の企業成長を目指した事業共創活動

についてお話しする。 

 

  クロストーク  19:25～20：00 

    テ ー マ：オープンイノベーションにおけるプロデューサーの役割が求められるのはなぜか？ 

   講 師：３名の講師の先生方と参加者のご質問・意見交換等 

 屋代様 ・ 島田様 ・ コメンテーター：小杉様 ・ 司会：久野 

 概 要： 

  筑波研究学園都市は産業技術総合研究所、NIMS、農研機構、筑波大学など様々な研

究教育機関が集まっている日本でも稀有な場所である。また、それに関連して大手企業の研究

開発部門やディープテック・スタートアップも140を超える会社が活動している。この狭いエリアにこれ

だけの組織が集まっているにも関わらず、昔から言われていることが「組織の縦割り」で横の連携が

出来ていないという点である。しかし、連携やオープンイノベーションは横だけではない。時間軸によ

る縦の連携もある。そういった多角的な視点で連携（オープンイノベーション）を考えていくことが

必要であり、そのためにはCEOのような「プロデューサー」的思考が求められてきていると感じている。

今回は３名の講師により、現場での実践を踏まえて議論していく。 



講師プロフィール 

 

＜つくば市スタートアップ推進室長 屋代 知行様＞ 

    

大学卒業後（化学専攻）、民間研究部門を経て2006年につくば市役所へ入

庁。途中、経済産業省への２年間を経て、政策企画、防災、シティプロモーショ

ン、現市長直下の政策マネジメントに従事し、テック系スタートアップ支援８年目に

突入。プラチナ構想スクール（第１期修了）、NEDO-SSA Associate（第４期

修了）、一般社団法人TXアントレプレナーパートナーズ メンター会員（個人副業

活動）、経済産業省インパクトコンソーシアム官民連携促進分科会コアメンバー。 

 

 

 

＜三和ニードル・ベアリング株式会社 上席執行役員  

企画管理本部長 兼 営業本部長 島田 淳様＞ 

 

公的中小企業支援機関で中小・ベンチャー企業に対する事業計画策定、管理会

計導入等のハンズオン支援に携わる。その後、複数の事業会社での取締役社長

室長、財務企画部長を経て、三和ニードル・ベアリングに参画。コーポレート部門統

括や中国子会社経営に従事しつつ、オープンイノベーションの専任チームを創設。現

在はメディカル領域のスタートアップとの資本業務提携を実現し、新事業共創を推

進中。中小企業診断士。 

 

 

 

＜独立行政法人 中小企業基盤整備機構 

 関東本部東大柏ベンチャープラザチーフ・インキュベーション・マネージャー 小杉 豊様＞ 

 

通信会社での事業企画・営業、監査法人での会計監査業務を経て、動画配信

やフィンテック分野のスタートアップにてコーポレート役員・CFO を歴任。経理・財務・

人事・IPO 準備など管理部門全般を統括した後、独立し、スタートアップ・中小企

業の成長支援に従事。2025 年 4 月より東大柏ベンチャープラザのインキュベーショ

ンマネージャーを兼任し、ディープテックスタートアップの事業化支援を行っている。公

認会計士。 


